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社会的物質代謝を視点とする生活科授業構成の性格
一小２生活科授業実践「ぶどうものがたり」を手がかりに－
Composition of Lessons on Life Environment Studies 丘om the Perspective of Social ］Metabolism:Through Budou Monogatari in Class Practice for the 21゛ Grade of Elementary School
１。はじめに
平成23年４月から
，改訂学習指導要領が小学校
で完全実施となった
。指導要領の改訂に当たって，
平成20年８月
，中央教育審議会は，生活科の課題
を次のように指摘した‰
匚
・指定校の調査などによると，学習活動が体験
だけで終わっていることや
，活動や体験を通して
得られた気付きを質的に高める指導が十分に行わ
れていないこと
・表現の出来映えのみを目指す学習活動が行われ
る傾向があり
，表現によって活動や体験を振り返
り考えるといった
，思考と表現の一体化という低
学年の特質を生かした指導が行われていないこと・児童の知的好奇心を高め，科学的な見方・考え
方の基礎を養うための指導の充実を図る必要があ
ること（後略）」
指摘されている匚気付きを質的に高める指導
」
匚表現によって活動や体験を振り返り考える
」指
導
，匚知的好奇心を高め，科学的な見方・考え方
の基礎を養うための指導
」など，児童の質的変容
を促す生活科の学習指導の在り方は
，生活科新設
以来の課題である气生活科において
，学習指導
上の課題が指摘され続ける背景には
，匚気付き」
や匚知的な気付き」等の匚概念が曖昧であり，共
通理解には至っていない
」現状があるからであ
る气社会認識の形成に関していえば
，匚低学年
期にふさわしい社会認識の在り方を構想して学習
環境を準備し
，子どもが経験的に認識を深めてい
く」指導がなされていないと考えられるのであ
る％
こうした中で，自然や社会に対する科学的な認
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識形成を意図し展開されてきた実践として
，民間
教育研究団体の生活科授業実践がある
。例えば，
中野照雄は, 1954年から1992年までの歴史教育者
協議会における低学年社会科授業実践
，生活科授
業実践を取り上げ
，低学年社会科授業実践の蓄積
を反映した生活科授業実践の方向性を明らかにし
ている（5）
。中野は，匚歴史教育者協議会の生活科
授業実践の共通性は
，子どもの主体的活動に基づ
きながら
，科学的認識の基礎を培うことを基本と
したものとなっている
」とし，生活科における生
産と労働の教材としての価値を評価し
，合科・総
合的性格といった生活科授業実践の方向性を指摘
している气
そこで
，本小論では，中野の研究以後の民間教
育研究団体における生活科授業実践を対象に
，中
野が匚新たな生活科の内容を示した実践」と評価
する匚労働におけるもののつながり」に着目した
実践を取り上げ
，低学年期にふさわしい自然や社
会に対する認識の在り方
，及び児童の質的変容を
促す生活科の授業構成を解明したい气
中野が指摘する匚労働におけるもののつながり」
を取り上げた生活科授業実践とは
，冂固別の仕事
の生産と労働にだけ着目するのではなく
，労働に
おけるものの変化の過程やつながりに着目させ
，
ものが変化する過程に人間の労働があるというこ
とを気づかせ
」る実践のことである气中野は，
匚労働におけるもののつながり」に着目した生活
科授業実践として２事例を紹介している
。
１事例目は
，長沢秀比古の行った匚絵本の世界
を現実へ
」である气この実践は，匚人間と自然
の関係，人間の生活の知恵を知る」匚自然と動物
と人間との関係
，人間と人間の関係を知る」「‾大
そのものを知る
」という目標を達成するために，
「パンづくり編（１学期）」匚ミルク緇（２学期）」
厂人の体編（３学期）」によって構成され，１年間
にわたる実践となっている
。　２事例目は，石川順
子の行った匚とびだせ生活科
」である气匚とび
だせ生活科
」は，匚麦が小麦粉，パンヘと作り変
えられることに気付かせる
」「モノが作られる過
程で
，人の労働かおることに気づかせる」という
目標を達成するために
，以下のように半年間にわ
たる授業が展開されている
。
匚パンエ場とパン作り」（14時間）匚働く大を探す」（６時間）
匚卵の行方を追って」（７時間）匚牛小屋へ行こうよ」（14時間）
匚そして世界が見えてきたーまとめの授業」
（９時間）
この２つの実践を
，匚物質代謝過程をその中核
においた実践
」と指摘しているのが子安潤であ
る％子安は，匚長沢実践においては，麦が粉に
挽かれ
，粉がパンとなり，消費され，体に入り込
んでいく過程をたどった実践」であり，「‾石川実
践は
，麦の生産，酪農，養鶏等の生産過程を調べ
ながら
，それらのつながりを解きあかしていった
実践］であると説明している
。そして，匚いずれ
も物質代謝過程という言葉によってとらえられる
内容が子どもたちに教えられている］と指摘し
，
「‾90年代における労働の学習の新しい提起がある」
と評価している゜
。すなわち，物質代謝過程とは，
「人間が自然に働きかけ
，自然を改造し，自然の
ものとは異なった労働生産物を生み出し
，生み出
された物質が人間社会を構成する成分へと転化し
ていく過程」のことであるＯ。しかし，中野，及
び子安の研究では
，児童の質的変容を促す具体的
な活動や体験の構成と関連が
，授業の事実に基づ
いて検討されていないところに研究の限界がある
。
中野の研究以降
，人間が労働によって匚自然の
物質を生活のために使用しうる形態に変える
」こ
とを扱った実践が増加している
。 1993年から2010
年までの『教育』『生活教育』『歴史地理教育』誌
に発表された生活科授業実践は, 196事例ある
。
196事例中，厂自然の物質を生活のために使用しう
-
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る形態に変える」ことを扱った実践事例は，62事
例となっている。これらの事例の内訳は，以下の
とおりである。
剛作物や果樹を栽培し，調理・加工する実践事例
が41事例
（2）どんぐりやよもぎ等を採取し，調理・加工する
実践事例が12事例
（3）蚕を飼育し
，糸を紡いだり，布を織ったりする
という実践事例が２事例
（4）食事やマフラー等を作るものづくりに関する事
例が７事例
これらの実践では
，他教科・他領域の指導との
関連を図る総合的な性格のもと
，栽培・採取する
作物や自然物の多様化と地域性
，実際に近い栽培
環境の設定
，染色や織物といった生活文化を創り
出す活動や体験の広がり
，専門家との共同，見学・
体験
・製作・表現・調査など一つの対象から多様
な活動や体験を展開する等の変化や特色が見られ
る。
そこで
，本小論では，これらの事例の中から
「‾ぶどうものがたり」を取り上げ，考察するＯ
「‾ぶどうものがたり」を取り上げたのは，第一に，
「‾ぶどうものがたり」は，中野が指摘しているぶ
どうの栽培
，収穫，販売といった生産労働におけ
る社会的物質代謝だけでなく
，生活文化創造に見
られる社会的物質代謝をも扱った生活科授業実践
だからである
。第二に，現行の生活科授業実践の
課題として指摘されている匚表現によって活動や
体験を振り返り考える
」指導が，匚ぶどうものが
たり
」では国語科や図画工作科との指導との関連
を図り
，意図的になされている総合的性格の生活
科授業実践だからである。
本小論では
，以下の研究方法を取る。第一に，
授業概要として実践校
，実践時期，実践全体の構
成を抽出する
。第二に，授業展開として，実践記
録に基づき
，授業で匚どんな活動や体験を通して」
匚どんな気付きを児童に促そうとしたのか
」を抽
出し
，授業事実確定する。第三に，抽出した活
動や体験の関連や構成
，児童の変容を検討し授業
構成の性格を解明する
。厂生活科の特質は，直接
体験を重視した学習活動を展開」するところにあるＳ。そこで，検討にあたっては，活動や体験か
ら生まれる気付きを活動内容とし，授業で展開さ
れている活動や体験を活動方法とするＳ。
２。社会的物質代謝を視点とする「ぶどうものが
たり」の授業概要
［表 １］
匚ぶどうものがたり」 は，埼玉県越谷市立増林小
学校教諭（当時）浦沢朱美が行った実践である。
本実践は1998 年４月から1999年 ３月 までの１年間
にわたる実践 となっている。実践の概要は，［表
１］ のとおりである％
月 ぶどうの木 榎本さんの仕事 子どもたちの学習 教科時数 表現の方法
４
５
６
７
８
９
１０
ｎ
１２
１
２
３
芽が出始める
蕾のついた芽が
ぐんぐん伸び始
める
花が咲く
小さな実がつく
実はぐんぐんふ
くらむ
実 に色がつきは
じめる
実は甘く熟成す
る
葉が黄色に紅葉
する
葉が落ちる
休眠期に入る
根が水を吸い上
げ始める
・芽かきをする
・草刈りをする
(月１回)
・消毒をする
(月 ２回)
・肥料をやる
房作りをする
房落としをする
粒落としをする
袋かけをする
袋の上にかさをつ
ける
観光ぶどう園を開
く準備をする
観光ぶどう園を開
いてぶどうを売る
後片付けをする
剪定をする
古くなった木を切
る
切った枝を片付け
る
新しい苗木を植え
る
棚の修理をする
枝を棚にとめる
ちいきたんけん
①芽かきの体験
②房作りの体験
③房落としの体験
みみず取り作戦
④袋かけの体験
モグラヘのおみやげ
⑤ぶどう摘みの体験
⑥写生会
榎本さんちは観光ぶどう
園
毛糸をかせにする
ぶどう染めができた
毛糸をかせから玉にする
(父母と)
マフラー編み機を作る
(父母と)
マフラー編み
紙芝居、絵巻物ができた
榎本さんからの手紙
先生からの手紙
⑦剪定の見学
リースを作る
マフラーを売ろう
家の方からの手紙
絵本ができた
お金を使おう
ぶどうからの贈り物会
生３国１
生 ３国１
生３国１
行事１
生 ３国１
夏休み中
図工 ８
生２
生３国１
生１
家で
生３国１
国５図 ２
生２
図３国１
学級会１
国３
学級会１
学級会２
発見カード
スケッチ日記
あのね帳
発見カード
スケッチ日記
発見カード
スケッチ日記
発見カード
スケッチ日記
榎本さんへの
手紙
スケッチ日記
絵画
染色
スケッチ日記
編み物
スケッチ日記
紙芝居
絵巻物
発見カード
エ芸
スケッチ日記
絵本
榎本さんへ手
紙
－ ３ －
すなわち
，厂ぶどうものがたり」は，以下の二
つの活動や体験によって構成されていることがわ
かる
。第一に，匚芽かき」や匚房作り」といった
ぶどうの成長に対応した榎本さんの栽培行為の見
学
，聞き取り，擬似的体験，及びぶどうの収穫，
販売
，商品としての流通に関する体験，見学，調
査といった生産労働に関する活動や体験である
。
第二に
，ぶどうの皮や荳を再利用した染色や制作
活動
，制作物の販売体験といった生活文化創造に
関する活動や体験である
。そして，発見カードや
スケッチ日記等による表現活動が
，それぞれの活
動や体験に関連して
，設定されている。また，こ
れらの活動を時間的に保障し
，指導の効果を上げ
るために他教科他領域の指導との関連が図られているのである。
３。社会的物質代謝を視点とする「ぶどうものが
たり」の授業展開
匚ぶどうものがたり」の生産労働に関する活動
や体験は
，町たんけんで児童が興味を持ったぶど
う園に見学に行くことから始まっている
。
５月１日
，１回目の見学が行われている。児童
は
，榎本さんと手をつないで，枝の広がりが30m
にもなるぶどうの本を体感したり
，榎本さんの話
を聞いたり
，仕事を見学したりしている。榎本さ
んが話されたことの一部は，次のとおりである。
匚春になるとぶどうの本は
，芽を出します。芽は
伸びていって枝になります
。枝には，葉っぱや蕾
がついています
。この時，芽かきという仕事をし
ます
。枝がありすぎると日光がよく当たらなくな
りますｏだから
，日光がよく当たるように。そし
て
，よい蕾がついている強い枝だけ残るように，
気をつけて芽かきをします」
その後
，児童は台に乗ったり，榎本さんに抱っ
こされたりして匚芽かき
」という仕事を体験して
いる
。また，６年目の巨峰の本を匚生活科２年生
の木
」として，世話をさせてもらうことになるの
である
。児童は，次のような感想を書いている。
匚このぷどうの本を
，私たちの木にしてくれるな
んて，私はとってもたのしくて，うれしくって，
たまりませんでした」
匚榎本さんは，芽かきという仕事をしていました。
－４－
私もはさみを借りて
，芽かきをやりました。榎本
さんが『この本をみんなの木にしてあげる
。』と
言ってくれました。私は，がんばって育てようと
思いました」
すなわち
，榎本さんの話を聞き，その仕事を観
察し
，疑似的に体験することによって，榎本さん
の仕事がぶどうの成長に対応した仕事であるとい
うことに気付き始めていることがわかる
。また，
榎本さんからぶどうの本を貸していただいたこと
によって
，ぶとうに対する児童の関心が高まる
ともに
，ぶどうの世話への意欲が高まっている。
５月22日
，２回目の見学が行われている。ぶど
うの花が花盛りの中
，榎本さんは房作りの仕事を
している時期である
。児童は榎本さんの話を聞き，
房作りの仕事を体験している
。その後，児童は落
とした花をおみやげにもらい
，教室に帰ってから
花の絵を描いている
。榎本さんが児童に話したこ
との一部は，次のとおりである。
「‾今
，ぶどうの花がさいています。花にはおしべ
とめしべがあります
。花びらもあります。『房作
り』は
，ぶどうの形をきれいに整えることです。
ここ（副峰）を切ります
。もし，このままにして
おくとだらっと長く伸びてしまって，よい形にな
りません」
児童は
，次のような感想を書いている。
匚今日は
，ふさ作りでした。上をむきすぎたら目
に花が入るって言われました
。ぶどうは８月にで
きます
。帰りにわたしが切った花をもらいました。
いいにおいでした。えの本さんはぶどうはかせで
す」
匚台風が来たら
，ぶどうはどんなことになっちゃ
うのかな
。そしたら，もも子ちゃんのおじいちゃ
ん悲しむだろうね
。だって，大事に育てたぶどう
かぐちゃぐちゃになっちゃうから。それがぼくは，
心配です」
児童は２回目の見学
，観察，聞き取りによって，
ぶどうの成長の変化に気付くとともに
，榎本さん
の仕事がぶどうの成長に対応した仕事であること
，
その仕事が品質（味や形）のよいぶどうを育てる
ためのものであることに気付いている
。また，榎
本さんへの共感
，尊敬といった感情を持ち始めた
ことがわかる。さらに，榎本さんの話を通して，
ぶどうの成長の見通し
，榎本巨峰園のぶどうの来
歴など，ぶどうに対する関心を広げているのであ
る。
６月12日
，３回目の見学が行われている。ぶど
うの花が終わり
，実は大豆くらいに成長し，榎本
さんは房落としの仕事をしている時期である
。児
童は榎本さんの話を聞き
，房落としの仕事を体験
している。榎本さんが児童に話したことの一部は，
次のとおりである。
「‾
一枝にたくさんぶどうがなりすぎると，実が小
さくなったりして
，よいぶどうになりません。だ
から，一枝に１つか２つ残して，あとは落として
しまうんですよ」
また
，児童は，ブドウ園の上の盛り上がりに気
付き
，匚上がデコボコしているの，何ですか］と
質問している。榎本さんは，児童の質問に次のよ
うに答えている。
匚これは
，モグラ塚といって上の中のモグラが掘っ
たものです
。（中略）このぶどう畑にはミミズが
たくさんいます
。モグラはミミズが大好きだから，
探しながら穴を掘ります
。そうして畑を耕してく
れるのですよ
。上の中には小さな生き物がたくさ
ん住んでいます。だから，除草剤という薬は使わ
ないんですよ」
児童は
，次のような感想を書いている。
同月12日
，今日の仕事は房落としでした。小さ
い実を切る仕事です。もったいないけど，これも
大事な仕事なんだね」
「今回やったのは房落としです
。前よりもぶどう
か大きくなっていました
。落とすのは，たくさん
ついてて種がなくて
，小さいものです。なんかちょっ
ともったいないな」
３回目の見学
，観察，聞き取り，疑似的体験に
よって
，児童は榎本さんの仕事の意味を理解し始
めたことがわかる
。また，ぶどうの植物としての
理
，環境に配慮した榎本さんの農法など，３回の
見学を通して児童の視野が拡大している
。
７月13日
，４回目の見学が行われている。ぶど
うは大きな実になり
，榎本さんは袋かけの仕事を
している時期である
。児童は榎本さんの話を聞き，
袋かけの仕事を体験している
。榎本さんが児童に
話したことの一部は，次のとおりである。
－５－
匚ぶどうの実が緑色から少し紫色になったでしょ
。
少し甘くなり始めましたよ
。そうなると鳥たちが
食べに来ます
。虫も来ます。病気になることもあ
ります
。た。よい粒のぶどうにするために，袋
をかけます
。袋をかけても，鳥に破られてしまう
ことがあります。だから，袋の上にもう一つかさ
をつけます」
匚葉っぱはとても大切な役目をしています
。葉っ
ぱの中で栄養を作っています
。それが，ぶどうの
実を大きくしたり
，甘くしたりします。１枚の葉っ
ぱが一粒のぶどうを育てます
。緑色が濃くて，大
きくて
，厚いのがよい葉っぱです」
このぶどうの葉の役割について榎本さんが話しだのは，次のような浦沢からの依頼があったから
であるＳ。
匚この日（６月12日一筆者注）も帰ってから〔はっ
見カ
ドー〕に記録したが，私はその絵を見てはっ
とした
。今日のぶどうの房の印象があまりに強かっ
たせいだろうか
，葉っぱのない房だけの絵がほと
んどだった
。ぶどう棚を見上げれば葉っぱの方が
多いのに
，子どもたちの目に入っていなかった。
つぎの学習課題はこれを取り上げたいと思い
，榎
本さんと打ち合わせの折に頼んでおいた」
児童は
，次のような感想を書いてる。
匚ぼくは袋かけをやる時ちょっと心配になりまし
た
。でも，自分ではちょっと上手にできてよかっ
たと思いました
。下手にやったらカラスにぶどう
を狙われるから，ちょうど上手にできてよかった
です」
匚今日
，私はぶどう園に行って袋かぶせをしまし
た
。実が大きくなっていました。そうして，ぶど
うは，葉っぱから栄養や甘さをもらっていると思
いました」
４回目の見学
，観察，聞き取りによって，児童
は
，ぶどうの商品性を高めるための工夫に気付い
ている
。そして，袋かけの仕事の疑似的体験を通
して
，ぶどう作りにかける榎本さんの思いを体感
している
。また，ぶどうの葉の働きに関する榎本
さんの話によって，植物の仕組みにも気付いてい
るのである。
８月25日
，夏休みの学年登校日を利用して，５
回目の見学が行われている。この日は，榎本さん
の話を聞いた後
，ぶどうの収穫が行われている。
榎本さんの話は次のとおりである
。
匚８月13日から
，観光ぶどう園を開きます。お客
さんに米てもらって
，ぶどうを売ります。土，日
は，家族連れが多いので，ぶどう狩りもやってい
ます」
ぶどうの収穫をした児童は
，厂がんばって育て
たぶどうは甘くておいしい」匚榎本さんのぶどう
はとても甘かった
」等の感想を書いている。
９月
，アンケート調査に基づいて，観光ぶどう
園についての授業が行われている
。榎本さんの了
解のもと
，来園客の住所，栽培されているぶどう
に対する嗜好
，来園の理由やぶどう園へのメッセー
ジが調べられている
。また，各地に発送されるぶ
どうを通して販路が調べられている
。これらの調
査から
，来園客は越谷市内が最も多く，北は上尾
市
，蓮田市，杉戸町，東は野田市，南は東京都か
ら訪れていること
。また，発送されるぶどうは日
本全国全ての都道府県にわたっていることなどを知るのである。児童は，次のような感想を書いて
いる。
「‾巨峰園には
，いろいろな所から，いろいろな人
が来ているんだね
。遠い所には宅急便で送るんだっ
て
。日本中にまで届けます。北海道でも，沖縄に
も
，一日でひとっとびします。私は，『すごいな』
と感心してしまいました」
匚榎本さんは
，ぶどうがいっぱいいっぱい売れた
から
，すごくすごくうれしいんじゃないかな。ぼ
く
，今年初めて榎本さんのうちのぶどうを食べた。
すごく甘くておいしかった」
このあと
，12月に最後の見学が行われている。
榎本さんは
，春に向けて剪定の仕事をしている時
期である
。児童は，榎本さんの話を聞き，仕事を
観察している。榎本さんの話は，次のとおりであ
る。
匚ぶどうの木は
，葉っぱを落として眠っています。
だから切っても水が出てきません
。来年の春は，
どの枝にどんな芽が出るかを考えて
，強くてよい
芽が出る枝だけ残して切ってしまいます
。切った
枝の始末をしたり
，棚を直したり冬も仕事します」
10月
，ぶどうの皮を使ったぶどう染め，染めた
毛糸を使ってのマフラーづくりといった生活文化
- ６－
創造に関する活動や体験が展開される
。ぶどう染
めを始めるきっかけについて，浦沢は次のように
書いているｏ。
匚ぶどう（巨峰）を食べると
，紫色の皮が指を染
める
。ｃちゃんはそれに気がついて『先生，この
ぶどうでも染められるかな』と興味を持ってきた
。
子どもたちは１年生でマリ
ゴーールド染めをやっ
ている
。その時のふろしきを，今もランドセルに
入れてる子もいる。〔染め〕の体験は楽しい印象
を残しているようだった」
ぶどう染めをするために
，児童は，給食でぶど
うか出ると
，残った皮を他のクラスにもらいに行っ
たり
，ぶどう園にもらいに行ったりしている。ぶ
どう染めの後
，染めたかせの毛糸を玉にして，牛
乳パックと割りばしの簡易編み機を保護者の方に
作ってもらい
，マフラー編みが行われている。児
童は
，次のような感想を書いている。
［ぼくは，ぶどうの皮できれいに薄紫に染まるこ
とを初めて知りました］
匚マフラ
がーできました。疲れました。一回やり
直しをしました
。ぼくがマフラーを編んで，ぼく
は自分をすごいなと思いました」ｎ月，児童のこれまでの経験をもとにした発表
会が行われている
。発表会では，匚ぶどうの木も
のがたり
」と「‾もぐらものがたり」の二つの紙芝
居
，絵巻物が披露されている。また，全員が絵本
を製作している
。なお，この発表会では，榎本さ
んの手紙も披露されている。
12月の見学時には
，榎本さんが剪定して切り落
としたぶどうの蔓をもらい，児童は学校でリース
作りもしている。
また
，１月には，児童が作ったマフラーの販売
が行われている
。そして，儲けたお金を使って算
数の勉強をするとともに
，この儲けを元に子ども
たちは買い物体験をしている。
匚ぶどうものがたり」の最後に，児童は榎本さ
んに次のような手紙を書いている。
「‾私か一番心に残ったのは，ぶどう作り全部です。
全部の仕事をやらなければ
，ぶどうはできないも
んね
。それと，ぶどう作りをしないと，あんな立
派な絵は描けなかったし
，作文も書けません。ぶ
どう作りの仕事をして，とてもよかったです。ぶ
どうからの贈り物は
，それ以上あります。白い毛
糸を薄紫に染めて
，その毛糸でマフラーを編みま
した
。マフラーを編んで，その中のマフラーを売っ
て
，そのお金をつかって自分でお菓子を買って，
そのお菓子を学校で食べました
。おいしくて，お
いしくて
，たまらなかった。ぶどうの荳をもらっ
て
，リースも作りました。こんなに山ほどのぶど
うの贈り物，榎本さん，本当に本当にありがとう
ございました」
以上見てきたように
，匚ぶどうものがたり」の
授業は
，ぶどう園の見学をきっかけに，ぶどうの
成長に対応した榎本さんの仕事を見学する
，話を
聞く
，貸していただいたぶどうの木の世話をする，
ぶどうの皮や荳を使って染めものをする
，マフラー
やリ
スーを作るといた活動や体験が連続して展
開しているのである
。こうした活動や体験を通し
て
，児童は品質や商品性の向上を目指し，ぶどう
の成長に対応して行われる榎本さんの仕事の意味
，
思いや願い
，植物としてのぶどう理，ぶどう栽
培に関する榎本さんの知識
，環境に配慮した農法
などを気付き
，体感しているのである。そして，
これらの気付きや感情は絵や文章で書きとめられ
，
交流されることによって
，子どもたちに共有さ
たり，新たな問いを生み出したりしているのであ
る。
４。社会的物質代謝を視点とする「ぶどうものが
たり」の授業構成の性格（１）活動内容の原理
本実践の具体的な活動や体験が
，ぶどう並びに
ぶどう栽培における榎本さんの仕事を中心に展開
されるのは
，浦沢が，匚町たんけんで表面を見る
だけでなく
，この地域に生きて暮らしている子ど
もたちの『興味
・関心』に根ざした学習をしたい」
匚もっと深く掘り下げて
，時間的な流れの中でサ
イクルを意識した学習をしたい
」と考えたからで
ある゜
。浦沢は，町たんけんの授業は，匚子ども
たちは少し遠くまで行ける散歩に
，遠足気分でわ
くわくして
」いたり，匚自分の知っている物を教
えたくて
，そちらの方面に足が向くと，得意そう
に案内したり
，説明したりしてくれた」と報告し
ている气だから，匚今まで知らなかったところ
-
７－
を
，自分の足で歩いて行く楽しさは，地理的な認
識の基礎の基礎になる
」とも考えている゜Ｏしか
し
，一方で物足りさも感じていたのである。浦
沢がこのように考えた背景には
，１年生の時の散
歩の経験がある
。匚子どもたちの大好きな活動の
一つで」あった「‾さんぽ」は，匚見たり，聞いた
り
，触れたり，感じたり五感をたっぷり使って自
然の営みを体感
」したのである゜。しかも，増林
小学校における浦沢のこれまでの授業実践では
，
叩地域』が子どもと私の教科書」でもあった气
だから
，匚地域にあるもだけを追っていては地
域への共感は育たない」と考え，匚この地域に生
きて暮らしている子どもたちの『興味
・関心』に
根ざした学習
」厂深く掘り下げて，時間的な流れ
の中でサイクルを意識した学習
」を展開したいと
考えたのである％そて，浦沢がこのように考
えていた時に出会い
，匚深く感動した」方が榎本
さんだったのである
。榎本さんは25年間葡萄作り
をしており
，「‾葡萄の研究にも熱心で，お話を伺っ
てると葡萄の科学の講義のよう」で，匚長い経験
と確かな知識に裏付けられていて
，とてもおもし
ろい」と浦沢は感じたのであるＳ。そして，「‾子
どもだちとこの感動を共有したい」と思い，榎本
さんのもとに６回の見学に出かけたのであるＯ
児童は
，榎本さんがぶどうの木を貸してくれた
ことにより
，匚がんばって育てよう」とぶどうの
世話への意欲を高めているのである。そして，ぶ
どうの成長に対応して行われる作業の時期に合わ
せた継続的な観察
，見学，聞き取り，擬似的体験
を通して
，匚ふさは，かっこよくないとへんだよ
ね」匚もったいないけど，これも大事な仕事」匚落
とすのは
，たくさんついてて種がなくて，小さい
ものです
。なんかちょっともったいないな」「‾下
手にやったらカラスにぶどうを狙われるから
，ちょ
うど上手にできてよかったです
」匚もも子ちゃん
のおじいちゃん（榎本さんのこと一筆者注）つて，
ぶどうのことなら何でも知っているんだね」匚台
風が来たら
，ぶどうはどんなになっちゃうのかな。
そしたら
，もも子ちゃんのおじいちゃん悲しむだ
ろうね
」というように，榎本さんの一連の仕事の
意味
，その目的に気付くとともに，榎本さんへの
共感や尊敬の心情を育てているのである。
また
，厂このぶどうでも染められるかな」とい
う児童の問いをきっかけに始まったぶどう染め
，
マフラ
作ーりでは，匚私は，白い毛糸をぶどうの
皮で紫にするのを初めて知りました
。毛糸は白か
ら紫にできるんだね
」厂ぼくがマフラーを緇んで，
ぼくは自分をすごいなと思いました
」冂本目は
お母さんの誕生日にあげます」厂３本目は誰に編
もうか楽しみです
」というように，児童は人間の
知恵の素晴らしさに気付くとともに
，マフラーが
編めたことの喜びや達成感
，他者とのつながりや
愛
，他者へ貢献といった自己実現の心情を育て
ているのである。
すなわち
，匚ぶどうものがたり」の活動内容は，
人間が自然に働きかけて生活の糧を生産する
，あ
るいは文化を創造する社会的物質代謝の行為にお
ける人間の知恵や技術
，その人間の知恵や技術に
対する驚き
，知恵や技術を発揮する人々に対する
尊敬
，知恵や技術の一端を学んで生産や生活文化
創造の
一端に加わった喜び等を気付き・体感させ
ているのである
。つまり，匚ぶどうものがたり」
は
，社会的物質代謝を活動内容の原理とし，自然
や社会
，並びに社会的物質代謝における人間の行
為に対する認識形成と情意形成の統
一が図られて
いるのである
。そして，この原理は，友だちのお
じいちゃんやお母さんといった地域の身近な方から学ぶことによって，より強化されているのであ
る。
（２）活動方法の原理
本実践の具体的な活動や体験が
，前述のように
構成され
，関連づけられるのは，「従来の教科学
習では括れない柔軟性を持った価値のある体験を
組織して
，生活を共にきり拓いていく子どもを育
んでいきたい］厂学ぶことが本当に楽しいという
学習を行っていきたい」いう浦沢の考え方があ
るからである％浦沢のこの考えの背景には，
1998年当時の教育政策の動向が反映している
。こ
の年12月に発表された小学校学習指導要領で
，
匚総合的な学習の時間
」が創設されたのである。
この「‾総合的な学習の時間
」の学習指導を研究す
るため
，いくつかの小学校に文部省（当時）から
研究指定が委嘱された。越谷市内の研究指定校で
-
８－
匚総合的学習の時間」の授業を見た浦沢は，匚学び
方中心」の授業に疑問を持ったのである。そこで，
厂教科学習で培った諸能力を学習に生かし
，真に
『生きる力』となる総合学習を地域教材から提案したい」と考えたのである゜。
すなわち
，品質の良いぶどうを作ろうとする榎
本さんの仕事を見学し
，話を聞き，ぶどうの成長
に対応した仕事を体験するという生産労働におけ
る社会的物質代謝行為への継続的かつ多様な関与
，
自然物を再利用して毛糸を染めマフラ
をー編む，
リ
スー作るという生活文化創造における社会的
物質代謝行為への目的的関与を通して
，児童に気
付きや問いが生まれ
，社会的視野が拡大されてい
くのである
。そして，児童の気付きや問いが，言
葉や文字
，絵などの表現活動を通して交流され，
共有されることによって
，気付きを深めたり，新
たな問いを生み出したりしているのである
。つま
り
，「‾ぶどうものが 」は，児童の知的関心や
発達課題に対応して
，社会的物質代謝行為に基づ
く活動や体験を構成
，関連付けているところに活
動方法の原理がある
。そして，この活動方法の原
理を支えるために
，第一に，児童の認知的活動の
匚道具
」や「総括」として，また児童一人ひとり
の学びの可視化として
，毎回の見学時に書かれる
発見カ
ドー，スケッチ日記などの表現活動が活用
されているのであるＳ
。第二に，表現活動に基づ
く児童同士の相互作用
，地域の人々の専門性に学
んだり
，願いを共有したりしようとする社会的相
互作用が活用されているのである゜。
５。おわりに
本小論では
，小２生活科授業実践「‾ぶどうもの
がたり
」を手がかりに，低学年期にふさわしい自
然や社会に対する認識の在り方
，及び児童の質的
変容を促す生活科の授業構成を検討してきた
。
小２生活科授業実践匚ぶどうものがたり
」は，
中野の指摘するもののつながりに着目した実践
，
あるいは子安の指摘する物質代謝過程を生活科の
教科内容に据えた実践の発展として位置づけるこ
とができる
。つまり，社会的物質代謝にお 生
産労働行為だけでなく生活文化創造行為を視野に入れ，社会的物質代謝に基づき具体的な活動や体
験を構成
，関連させ，児童に社会的物質代謝に見
られる人間の知恵や技術を体感
・体験させるなど
活動内容
，及び活動方法がより総合的に組織され
ているところに本実践の意義かおる
。
本研究は
，民間教育研究団体における最近の生
活科授業実践に見られる社会的物質代謝を視点と
する生活科授業構成の性格を解明し
，一般化の示
唆を得たところに意義が認められる
。
今後の課題は
，本研究で得 た知見に基づい
て生活科授業を開発すること
，他の生活科授業実
践の構造を解明することである。
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No.476, pp.34-41.
なお
，石川の実践は，次の文献にも紹介されてい
る
。石川順子『麦のゆくえと人のつながり　とびだ
せ生活科』愛知書房, 1991年９月。この文献は
，子
安潤が序文を書いている。
㈲子安潤厂教科内容としての物質代謝過程
一長沢・石
川実践の提起するものー」歴史教育者協議会『歴史
地理教育』, 1992年２月号, No.483, pp.36.
匚物質代謝
」という言葉は，マルクスの指摘した
厂人間と自然との物質代謝」に由来する。
本稿では
，体内における科学的変化の総称と区別
するため「社会的
」の用語を冠した。
・マルクス／大内兵衛・細川嘉六　監訳『資本論』
第１巻第１分冊, 1976年４月, p.234.・森岡孝治匚経済学の基礎概念と人間の発達」基礎
経済科学研究所『人間発達の経済学』青木書店，
1982年, pp.40-41.
また
，子安は，この論文で物質代謝過程を扱う意
義を
，４つ指摘している。第一に，「物質代謝という
把握のほうがより普遍的性格を示して
」おり，匚労働・
労働対象
・労働手段という対応関係を教える以前に，
物質代謝過程を教えることが論理的
」であること。
第二に，物質代謝過程の学習の後に生産過程の学習
を展開した方が
，学習者にとって労働の意義を捉え
やすいこと
。第三に，物質代謝過程の広がりが，匚大
間同士がつながり合って生活をつくっているという
社会の見方を生み出す
」こと。第四に，物質代謝過
程の学習は
匚自然の学習とかかわっているという意
味で未分化な学習であり
，後の生産過程，協業と分
業
，生産関係などの学習に発展する可能性を持つと
いう意味で基礎的な学習」であり
，匚生活科の教科内
容としての独自性を持つ」こと。
(12)子安潤
，前掲誌剛,
 p.36.
㈲子安潤，前掲誌(11), p.35.
㈲厂ぶどうものがたり
」は，次の文献に紹介されている。
①浦沢朱美匚ぶどうものがたり」歴史教育者協議会
『わかってたのしい生活科２年の授業』大月書店，
2001年, pp.180-201.
②
小川修一編『こうすればできる！授業の技術と実
践　生活科１・２年』ルック, 2005年, pp.256-263.
③浦沢朱美
匚ぶどうものがたり｣歴史教育者協議会
『歴史地理教育』2006年４月号, pp.42-47.
④臼井嘉一・浦沢朱美編『社会科の本質がわかる授
業①　生活と地域』日本標準, 2008年, pp.42-60｡
また，これらの文献とは別に，次の資料をいた
だいた。
⑤『増林小２年１組　生活科ニュース』⑥新方小学校　浦沢朱美『生活科　ぶどうものがた
り』
(15)文部科学省，前掲書山, p.3.
(16)本小論では
，活動や体験を通した児童の知的変容一
発見
・理解・思考といった認知的変容，喜び・驚き・
尊敬といった情意的変容－を気付きととらえた。・文部科学省，前掲書剛, p.48.
・朝倉・伊東，前掲論文(3), p.87.
(17)浦沢朱美
，前掲資料⑥に基づいて，筆者が作成した。
(18)浦沢朱美
，前掲書膕①,
 p.187.
19)浦沢朱美
，前掲書(16)①,
 p.193.
剛浦沢朱美，前掲資料㈲⑥，p.1.
酋浦沢朱美
，同上資料，P.1.
劭浦沢朱美
，同上資料,
 p.l.
劭)浦沢朱美，同上資料，p工
(24)浦沢朱美
，同上資料,
 p.l.
四浦沢朱美
，同上資料,
 p.l.
膕浦沢朱美
，同上資料，p工
口浦沢朱美
，同上資料,
 p.l.
圉浦沢朱美，同上資料, p.l.
劭)大槻和夫｢生活科と国語科との合科的な指導研究の
要点｣『生活と共に総合的学習を創る』明治図書
，
1998年４月臨時増刊号, pp. 15 ―17.
⑩佐藤公治『認知心理学からみた読みの世界一対話と
協同的学習をめざしてー』北大路書房，2002年12月，
pp.86-105.
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